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産山
第１８号 令和４年８月発行

マタタビ（木天蓼） 「マタタビ科 マタタビ属」

北海道～九州、千島列島、朝鮮半島に分布する落葉つる性植物で、湿り気のある山地の林縁に自生する。

花期は６～７月で、白の花を下向きに咲かせる。花期になると葉の一部が白くなる。これは花が葉陰で咲き、目立たないの

で、代わりに虫を呼ぶためともいわれており、実の成る頃には、もとの緑色に戻る。ネコ科の動物が好み、マタタビを食べ

ると酩酊状態になる。

名の由来は、アイヌ語のマタタヌブ(マタは冬、タヌブは亀の甲)に由来するという説が有力。

実をアルコールに漬けたマタタビ酒や新芽を天ぷらやお浸しとして利用できる。

産山で見られる山野の花 Ⅵ
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令和4年6月定例会

令和4年第8回定例会が6月10日から13日まで開催され、村からの上程議案13議案の審議を行い、
全会一致で可決されました。

議案第34号 令和4年度一般会計歳入歳出補正予算（第2号）

2億895万円が追加し、総額21億490万円

◆主な歳入

分担金及び負担金 157万円
国庫支出金 1億5,378万円
県支出金 3,243万円
繰入金 2,977万円
村債 △860万円

◆主な歳出

議会費 120万円
総務費 721万円
民生費 1,331万円
衛生費 588万円
農林水産業費 1,365万円
商工費 275万円
土木費 1億5,716万円
教育費 779万円

（万円以下は、端数調整）
その他の議案

〇報告第2号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和3年度第4四半期）について

要旨 「株式会社うぶやま」の1月から3月の経営状況の報告があり、営業利益は△517万円で、昨

年に比べ739万円改善されました。新型コロナの感染拡大の影響が続く中、徐々に宿泊者や

観光客の入込みが回復していることが報告されました。

〇報告第3号 令和3年度産山村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

要旨 令和3年度からの繰越12件（総額3億7,472万円）の報告がありました。

〇報告第4号 令和3年度産山村一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について

要旨 令和3年度からの事故繰越1件（村道産山田尻線飛瀬橋）878万円の報告がありました。

＊事故繰越しとは、昨年繰越しをした事業等をさらにもう1年繰越すことです。

〇議案第31号 産山村生活支援事業費用徴収条例の一部を改正する条例について

要旨 利用者の負担額が1時間200円であったものを細分化し、15分当り50円となりました。

〇議案第32号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について

〇議案第33号 熊本広域行政不服審査会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び熊本県広域行政

不服審査会共同設置規約の変更について

〇議案第35号 村有原野の貸付について

〇議案第36号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について

～ 第40号

要旨 「株式会社うぶやま」の役員の任期満了に伴い、市原正文氏、白石巖氏、岩下徳行氏、城本俊成氏、

西村直樹氏が再任されました。
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6月定例会（主な決議事項）

非課税世帯等臨時特別給付金 道路メンテナンス事業

新型コロナウイルスの影響が長期化する中、生活・暮

らしの支援が受けられるよう非課税世帯や本年度非課

税世帯に相当する水準の世帯で、昨年支給された世帯

を除く世帯に10万円を給付します。

890万円 5,599万円

国の長寿命化計画に基づき、5年に1度橋梁の点検を行

い、補修等が必要な個所について、本年度は9橋（片俣

橋、下大利橋、山中橋、平川橋、小柏2号橋、池山橋、

上乙宮橋、第2小川橋，小園橋）の設計を委託します。

社会資本整備総合交付金事業

3,798万円

村道の改良工事で、本年度は継続事業として、産山田

尻線（飛瀬橋）と、新規事業として山鹿大利線（下家

壁橋）の改築工事を実施します。

農業農村整備事業

4,750万円

水路の改修事業で、有馬ケ淵水路、御湯船水路、中新

井手水路の改修を行います。

防災・安全交付金事業

1,079万円

村道の舗装工事で、本年度は御湯船小迫線の舗装と、

山鹿大利線の小中学生の通学歩道としてカラー舗装を

実施します。

産山学園校務支援システム構築業務委託

550万円

児童、生徒の出席情報、成績、健康管理の各種情報を

一元管理するため、システムを導入します。

2022

補修が必要となった小園橋

山鹿・大利線家壁地内通学路のカラー

舗装予定箇所
上部工の架設が行われる飛瀬橋

写真は、老朽化により改修が必要な中新井手水路

排水吐
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６ 月 定 例 会 質 疑 応 答

【
問
】

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、

令
和
３
年
度
分
の
交
付
金
を
繰
越
し
て
い
る

と
思
う
が
残
額
は
、
い
く
ら
残
っ
て
い
る
の

か
。

【
問
】

移
住
定
住
特
設
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ

イ
ト
機
能
拡
張
が
２
９
０
万
円
と
あ
る
が
、

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

【
問
】

こ
の
パ
ソ
コ
ン
管
理
は
、
企
画
振
興

課
で
行
う
の
か
、
若
し
く
は
産
山
未
来
ラ
ボ

か
。

【
問
】

堆
肥
製
造
施
設
機
械
導
入
額
が
５
０
０

０
万
円
と
な
っ
た
が
、
補
助
金
と
し
て
４
５
０

０
万
円
の
交
付
金
と
考
え
て
良
い
か
。

【
問
】

堆
肥
製
造
施
設
機
械
修
繕
に
つ
い
て
、

以
前
か
ら
あ
る
機
械
の
修
繕
費
か
。

【
問
】

う
ぶ
や
ま
牧
場
合
併
浄
化
槽
ブ
ロ
ア
ー
交
換

工
事
と
乳
製
品
加
工
施
設
ク
リ
ー
ン
ブ
ー
ス
改
修
工

事
に
２
２
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
指
定
管

理
者
に
管
理
委
託
費
と
コ
ロ
ナ
の
支
援
金
を
補
助
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
度
々
故
障
が
あ
れ
ば
、
村
が
修

理
す
る
の
か
。

【
問
】

山
鹿
大
利
線
道
路
改
良
工
事
と
し
て
、
１
７

９
５
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ヘ
ラ
川
に

掛
か
る
下
家
壁
橋
の
橋
梁
部
分
の
工
事
も
含
ま
れ
る

の
か
。

ま
た
、
橋
を
拡
幅
す
る
の
か
。

補
正
予
算
か
ら

【
答
】

令
和
３
年
度
か
ら
４
年
度
へ
の
繰
越

分
が
約
３
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

【
答
】

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
移
住
定
住
用

の
特
設
サ
イ
ト
を
構
築
・
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
す
る
費
用
が
２
０
０
万
円
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
が
90
万
円
で
あ
る
。

【
答
】

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
事
業
交
付
金
と
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
特
別
枠
と
併
せ
て
90
％
の

補
助
で
４
５
０
０
万
円
、
残
り
が
一
般
財
源
５

０
０
万
円
で
あ
る
が
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

一
般
分
に
つ
い
て
、
年
度
末
に
コ
ロ
ナ
対
策
費

の
不
要
額
が
出
た
場
合
は
、
一
般
財
源
と
振
替

を
行
う
。

【
答
】

今
回
の
工
事
は
、
橋
の
架
け
替
え
を
含
め
て

の
工
事
で
あ
り
、
幅
員
も
広
げ
６
．
７
ｍ
と
な
る
。

【
答
】

村
の
施
設
で
あ
る
た
め
、
躯
体
や
機
械
設
備

な
ど
の
主
要
な
部
分
は
、
村
の
方
で
修
繕
を
行
っ
て

い
る
。

協
定
書
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
と
協
議
を
し
て

お
り
、
軽
微
で
あ
れ
ば
指
定
管
理
者
の
方
で
や
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

【
答
】

設
置
箇
所
は
、
企
画
振
興
課
に
設
置

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
産
山
未
来
ラ
ボ
で
も

使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

社団法人産山未来ラボ

とは

「稼げる村づくり」の実

現に向けて、ふるさと納

税額の強化、6次産業化商

品の売り上げ向上、観光

消費額の増加、観光と6次

産業化商品の販売強化等

の事業間連携による事業

効果を促進するため、村

の応援団として、設立さ

れた社団法人です。

橋梁及び道路の改良行う村道

山鹿大利線下家壁橋

平成17年に導入された機械

写真は、堆肥の雑物を除去する

スクリーン

【
答
】

新
規
機
械
導
入
ま
で
4
ヶ
月
ほ
ど
か
か

り
、
そ
の
間
に
故
障
が
あ
っ
た
場
合
、
堆
肥
製

造
が
停
止
す
る
た
め
、
３
０
０
万
円
を
暫
定
的

に
計
上
す
る
も
の
で
あ
る
。
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令和4年6月定例会上程議案表決結果

議案番号 議 案 名 審議結果

報告第 2号 「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和3年度第4四半期）について 報 告

報告第 3号 令和3年度産山村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 報 告

報告第 4号 令和3年度産山村一般会計事故繰越し繰越計算書の報告について 報 告

議案第31号 産山村生活支援事業費用徴収条例の一部を改正する条例について 可 決

議案第32号 熊本県市町村総合事務組合規約の一部変更について 可 決

議案第33号
熊本県広域行政不服審査会を共同設置する地方公共団体の数の増加及び

熊本県広域行政不服審査会共同設置規約の変更について
可 決

議案第34号 令和4年度一般会計歳入歳出補正予算（第2号）について 可 決

議案第35号 村有原野の貸付について 可 決

議案第36号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 可 決

議案第37号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 可 決

議案第38号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 可 決

議案第39号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 可 決

議案第40号 「株式会社うぶやま」の株主総会における議決権の行使について 可 決

令和4年第7回臨時会

令和4年第7回臨時会が5月24日に開催され、承認議案3件、予算議案1件の審議を行い、全会

一致で可決されました。

〇承認第1号 専決処分の承認を求める件について（産山村税条例の一部を改正する条例）
要旨 景気回復のため、固定資産税を令和4年度に限り、商業地等に係る課税標準額の上限幅を、

評価額の2.5％（通常5％）とするもの。
〇承認第2号 専決処分の承認を求める件について（産山村国民健康保険税条例の一部を改正する

条例）
要旨 保険税負担の公平性の確保及び中低所得層の保険税負担の軽減負担を図るため、賦課限度

額を見直すもので現在の課税限度額99万円を102万円にするもの。

〇承認第3号 専決処分の承認を求める件について（令和3年度産山村一般会計歳入歳出補正予算
（第13号））

要旨 各種事業補助金の確定により、1,571万円を増額し、総額27億807万円とするもの。

議案第30号 令和４年度一般会計補正予算（第1号）

195万円を追加し、総額18億9,595万円

主な補正予算

歳入予算

〇農林水産業費県補助金（熊本型放牧高度化支援事業） 45万円
〇基金繰入金（財政調整基金） 150万円

歳出予算
〇ウクライナ難民支援義援金 50万円

〇熊本型放牧高度化支援事業補助金 45万円
〇単県砂防整備負担金（山鹿川） 100万円
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令和4年第９回臨時会

令和4年第9回臨時会が7月14日に開催され、物品購入議案2件、予算議案1件の審議を行い、

全会一致で可決されました。

〇議案第41、42号 物品購入契約の締結について
要旨 産山村堆肥製造施設機械の老朽化により、機械（トラクター1,892万円、スプレッダー440万

円、ホイールローダー1,208万円）を購入するもの

国庫補助金50％ 地方創生臨時交付金40％ 一般財源10％

議案第43号 令和４年度一般会計補正予算（第3号）

1,413万円を追加し、総額21億1,903万円

主な補正予算

歳入予算

〇個人番号カード補助金の増額 169万円 〇基金繰入金（財政調整基金）の増額 1,244万円

歳出予算

〇送料無料キャンペーン事業補助 400万円
要旨 コロナ禍による村内観光客の激減及び村内商品の売上急減に対する商工関係事業者の支援策

として、村内商品の配送に係る配達料を助成するもの。

〇戸籍住民基本台帳費マイナンバーカード 〇ヒゴタイ祭り実行委員会補助金 249万円

764万円 要旨 コロナ禍により２年間中止となって
要旨 国が進めるマイナンバーカードの普及 いるヒゴタイ祭りを開催する予定で、

促進を目的に、村民のマイナンバーカ 実行委員会に助成するもの。

ードの申請勧奨のため、取得済み者及
び新規申請者に1人当たり5千円の村内
利用商品券を交付するもの。

住民基本台帳カードからマイナンバーカードに
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一般質問 ＊要約しております

■
世
界
文
化
遺
産
に
つ
い
て

【
村
長
】
阿
蘇
地
域
全
体
で
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い
る
。
現

在
、
そ
の
前
の
段
階
で
、
文
化
庁
の
文
化

財
と
し
て
の
重
要
文
化
的
景
観
選
定
を
受

け
、
国
の
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
目
指
し
、

そ
の
後
世
界
文
化
遺
産
に
向
け
て
の
取
り

組
み
に
な
る
。
先
般
、
阿
蘇
市
と
隣
接
し

た
牧
野
組
合
と
の
説
明
会
を
行
っ
た
。
草

原
を
重
要
文
化
的
景
観
と
し
て
位
置
付
け

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
等
経
費

も
か
か
る
た
め
、
牧
野
組
合
や
地
元
住
民

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
国
・
県
に
要
望
と

し
て
伝
え
、
課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
質
問渡辺裕文

議員

【
議
員
】

世
界
遺
産
に
は
、
世
界
農
業
遺

産
（
２
０
１
３
年
・
阿
蘇
地
域
認
定
）
世

界
ジ
オ
パ
ー
ク
（
２
０
１
４
年
・
阿
蘇
ジ

オ
パ
ー
ク
加
盟
）
そ
れ
に
世
界
文
化
遺
産

が
あ
る
。
２
０
０
９
年
に
「
阿
蘇
世
界
文

化
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ

草
原
を
中
心
と
し
た
阿
蘇
の
景
観
が
国
の

重
要
文
化
的
景
観
の
選
定
を
受
け
、
こ
れ

か
ら
は
世
界
文
化
遺
産
の
指
定
に
向
け
、

合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
こ

れ
ま
で
の
経
緯
を
伺
う
。

【
企
画
振
興
課
長
】
阿
蘇
市
と
付
随
す
る
６

牧
野
組
合
に
説
明
を
し
た
。
牧
野
組
合
も

課
題
を
持
っ
て
い
て
、
行
政
が
主
体
的
に

支
援
し
な
が
ら
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目

指
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
指
摘
を
受
け
た
。

今
後
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
不
明

な
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
地
元
と
調
整
を

図
り
協
議
し
て
い
く
。

【
村
長
】
村
で
も
補
助
事
業
を
創
設
し
て
い

る
が
、
様
々
な
課
題
が
見
え
て
き
て
い
る
。

草
原
を
維
持
し
て
い
く
に
は
お
金
が
か
か

る
と
い
う
こ
と
を
、
国
・
県
に
要
望
も
し

て
い
る
。

今
後
、
牧
野
組
合
の
要
望
に
十
分
対
応

で
き
る
形
で
補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】
草
原
の
維
持
に
は
野
焼
き
が
不
可

欠
で
あ
る
が
、
高
齢
化
が
進
み
、
な
ん
と

か
野
焼
き
を
行
っ
て
い
る
状
況
。

し
か
し
、
延
焼
す
れ
ば
保
証
責
任
が
あ

る
。
南
阿
蘇
村
は
、
村
長
が
火
入
れ
責
任

者
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
。
野
焼
き
を

恒
久
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
延
焼

防
止
も
含
め
て
防
火
帯
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
。
村
で
検
討
で
き
な
い
か
。

【
議
員
】
今
も
防
火
帯
設
置
に
補
助
は
あ
る

が
、
重
機
を
使
っ
た
思
い
切
っ
た
防
火
帯

作
り
に
は
大
き
な
費
用
負
担
が
か
か
る
。

牧
野
組
合
関
係
者
が
安
心
し
て
野
焼
き
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
重
要
文
化

的
景
観
の
草
原
の
維
持
に
つ
な
が
る
。
検

討
し
て
欲
し
い
。

■
公
共
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

状
況
及
び
男
子
ト
イ
レ
に
つ
い
て

【
村
長
】
公
共
施
設
、
観
光
施
設
も
含
め
て

そ
れ
ぞ
れ
年
数
が
経
っ
て
お
り
、
各
地
区

公
民
館
も
20
年
近
く
経
つ
。
必
要
に
応
じ

て
適
宜
修
繕
を
行
っ
て
き
た
が
、
全
て
完

了
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
必
要
最
小
限
で

修
繕
し
た
施
設
や
大
規
模
改
修
を
行
っ
た

施
設
も
あ
る
。

最
近
多
く
の
施
設
に
お
い
て
、
老
朽
化

が
目
立
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
実
も
あ
る
。

男
子
ト
イ
レ
の
汚
物
入
れ
設
置
に
つ
い

て
、
診
療
所
の
男
子
ト
イ
レ
の
汚
物
入
れ

に
つ
い
て
は
、
既
に
設
置
し
て
あ
る
。

ま
た
、
他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後

設
置
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

井 芳美

議員

【
議
員
】
役
場
、
診
療
所
、
各
地
区
公
民
館

、
ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
キ
ャ
ン
プ
村
、
花
の
温

泉
館
、
う
ぶ
や
ま
牧
場
、
フ
ァ
ー
ム
ビ
レ

ッ
ジ
産
山
等
の
公
共
施
設
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
状
況
及
び
男
子
ト
イ
レ
の
汚
物
入
れ

の
設
置
状
況
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

【
議
員
】
前
向
き
な
姿
勢
で
汚
物
入
れ
を
置

い
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
す
る
。

■
緑
地
等
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
（
旧

池
山

名
水
苑
）
、
水
工
場
、
花
の

温
泉
館

に
つ
い
て

【
村
長
】
緑
地
等
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
３
月
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
が

契
約
を
更
新
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
担

当
課
で
今
後
ど
う
す
る
か
検
討
し
て
い
る
。

水
工
場
に
つ
い
て
は
、
災
害
等
を
含
め

て
必
要
な
と
き
に
第
三
セ
ク
タ
ー
で
管
理

を
し
て
も
ら
い
、
必
要
に
応
じ
て
水
の
製

造
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

花
の
温
泉
館
は
、
先
般
、
地
元
の
皆
様

方
と
話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
や

は
り
課
題
も
あ
り
、
県
と
農
政
局
と
も
協

議
を
し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
で
利
活
用
が

で
き
る
か
再
検
討
し
、
募
集
等
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

【
村
長
】
公
募
を
含
め
、
ま
ず
は
方
向
性
を

決
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
議
員
】
現
在
、
指
定
管
理
者
の
決
ま
っ
て

い
な
い
緑
地
等
中
央
管
理
セ
ン
タ
ー
（
旧

池
山
名
水
苑
）
、
水
工
場
、
花
の
温
泉
館

は
今
後
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

【
議
員
】
公
募
は
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
行

う
か
、
は
っ
き
り
と
日
程
を
決
め
て
欲
し

い
。

休
館
し
て
い
る
以
上
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
。
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■
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
（
農
林
水
産
省
の
事
業
）

に
つ
い
て

【
経
済
建
設
課
長
】
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
は
、
持
続
可
能
な
食
料
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
向
け
て
農
林
水
産
省
に
お
い
て

令
和
３
年
５
月
に
策
定
さ
れ
、
内
容
と
し

て
は
、
農
林
水
産
業
の
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
ゼ

ロ
の
取
組
や
、
化
学
農
薬
・
肥
料
の
使
用

量
低
減
、
有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
拡
大

な
ど
の
目
標
を
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
。

様
々
な
戦
略
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
が
、

現
在
、
村
で
内
容
を
精
査
、
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
村
の
施
策
に
適
し
た

内
容
等
が
あ
れ
ば
、
村
と
し
て
も
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
。

【
村
長
】
国
が
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
事
業
に
取
り
組
む
の
で
、
そ
の
こ
と

を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
担
当
課
も
含
め

て
村
の
取
組
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
議
員
】
農
林
水
産
省
か
ら
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
の
事
業
が
、
高
補
助
率
で

募
集
が
あ
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
を

花
の
温
泉
館
に
利
用
で
き
な
い
か
。

■
森
林
環
境
税

【
村
長
】
森
林
専
門
員
の
雇
用
や
経
営
管
理

意
向
調
査
な
ど
を
実
施
し
、
森
林
整
備
と

し
て
の
侵
入
竹
林
・
雑
木
林
等
の
伐
採
や

ク
ヌ
ギ
林
の
整
備
と
し
て
の
椎
茸
種
駒
の

補
助
な
ど
を
実
施
し
て
き
た
が
、
そ
の
事

業
量
と
し
て
は
十
分
と
は
言
え
な
い
。

【
村
長
】
子
供
た
ち
の
教
育
も
含
め
幅
広
い

活
用
を
検
討
し
た
い
。

■
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

【
教
育
長
】
学
園
の
定
期
的
調
査
や
面
談
で

今
の
と
こ
ろ
該
当
が
な
い
。

【
教
育
長
】
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
の
派
遣
要
請
、
住
民
課
・
健
康
福
祉
課

と
連
携
し
ケ
ー
ス
会
議
開
催
、
い
じ
め
問

題
対
策
連
絡
協
議
会
、
就
学
援
助
費
の
支

給
等
、
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

【
健
康
福
祉
課
長
】
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
れ
ば
関
係
課
、
児
童
相
談
所
、
教
育

事
務
所
な
ど
の
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
早
期
に
解
決
で
き
る
よ
う
考
え
て

い
る
。

【
議
員
】
い
い
環
境
で
育
っ
た
牛
と
い
う
こ

と
で
上
田
尻
の
牛
が
イ
タ
リ
ア
に
行
っ
て

す
ご
く
人
気
が
あ
っ
た
。

産
山
村
も
あ
か
牛
を
産
山
の
メ
イ
ン
に

す
る
な
ら
ば
、
牛
肉
の
加
工
施
設
と
し
て

花
の
温
泉
館
を
利
用
し
て
は
い
か
が
か
。

【
議
員
】
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握

は
難
し
い
一
面
が
あ
り
、
可
能
性
も
ゼ
ロ

と
は
言
い
切
れ
な
い
。
今
後
対
応
を
ど
う

し
て
い
く
の
か
。

【
議
員
】
行
政
、
学
校
、
民
生
委
員
、
介
護

事
務
所
な
ど
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
し
、
福
祉
、
教
育
等
様
々
な
観
点
か
ら

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の

問
題
は
家
族
全
体
を
支
え
て
い
か
な
い
と

解
決
せ
ず
、
誰
も
取
り
残
さ
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

井 春夫

議員

【
議
員
】
村
は
森
林
環
境
税
を
ど
う
活
用
し

て
き
た
か
。

【
議
員
】
森
林
環
境
税
は
一
般
か
ら
の
徴
収

前
で
あ
る
が
、
こ
の
税
の
制
度
を
見
直
す

議
論
が
な
さ
れ
て
お
り
、
適
切
な
使
用
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

間
伐
や
除
伐
ば
か
り
に
使
う
の
で
は
な

く
、
広
葉
樹
林
へ
転
換
の
森
林
整
備
、
産

山
学
園
の
授
業
に
森
林
環
境
教
育
を
取
り

入
れ
、
子
供
た
ち
は
必
ず
地
域
の
森
林
・

林
業
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
得
ら
れ
る
新

規
事
業
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
林

業
就
業
者
や
担
い
手
の
確
保
、
森
林
林
業

に
つ
い
て
学
べ
る
森
林
・
林
業
体
験
の
森

整
備
な
ど
、
産
山
の
地
域
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
森
林
環
境
税
を
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
。

【
議
員
】
産
山
の
魅
力
を
他
の
地
域
に
発
信

す
る
よ
う
検
討
し
、
有
効
活
用
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
。

「みどりの食料システム戦略」とは？

「みどりの食料システム戦略」とは、農林水産業の生産力向上と持続性の両

立を実現させるための政策方針です。2030年、2040年までと10年毎に取り組

みが設定されていて、最終的には30年後の2050年の目標が示されています。

農業分野における４つの目標

①農林水産業のCO2ゼロエミッション化の実現

②低リスク農薬への転換、総合的な病害虫管理体系の確立・普及に加え、ネ

オニコチノイド系を含む従来の殺虫剤に代わる新規農薬等の開発により化学

農薬の使用量（リスク換算）を50％低減

③輸入原料や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量を30％低減

④耕地面積に占める有機農業の取組面積の割合を25％(100万ha)に拡大

【
議
員
】
村
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

ヤングケアラーとは

家族にケアーを要する人がいる場合

に、家事や家族の世話介護、感情面の

サポートなどを行っている、18歳未満

の子どもを指す。

手伝いの域を超える過度なケアが長

期間続くと、心身に不調をきたしたり

遅刻や欠席が多くなったりして学校生

活への影響も大きく進学・就職を断念

するなど子供の将来を左右してしまう

事例もあるとされる。



2022（令和4年8月）産山議会だより

一般質問 ＊要約しております

■
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
施
設
利
用

【
村
長
】
各
地
区
で
多
少
条
件
は
違
う
が
、

今
後
の
利
用
に
つ
い
て
は
各
地
区
の
住
民

の
皆
様
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
有

効
活
用
に
取
り
組
む
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
前
回
の
質
問
を

受
け
て
、
公
民
館
長
会
議
等
で
協
議
し
た

が
、
具
体
的
な
活
用
案
は
得
ら
れ
て
い
な

い
。
村
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
協
議
会
等
と
連

携
し
て
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
（
ボ
ッ
チ
ャ

・
モ
ル
ク
）
の
指
導
者
の
育
成
等
を
検
討

し
て
い
る
。

【
村
長
】
地
域
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
。

ス
ポ
ー
ツ
対
象
だ
け
で
な
く
開
放
す
る

べ
く
、
提
案
し
活
用
し
て
い
く
。

■
農
産
物
直
売
所
の
設
置

【
村
長
】
場
所
の
選
定
の
問
題
や
出
荷
す
る

方
が
ど
れ
く
ら
い
い
る
の
か
な
ど
の
調
査

が
必
要
だ
が
、
設
置
す
る
こ
と
に
問
題
は

な
い
。

稼
げ
る
村
づ
く
り
の
中
で
、
是
非
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

■
本
村
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に

つ
い
て

【
村
長
】
村
の
地
区
公
民
館
に
は
、
ス
ロ
ー

プ
等
の
設
置
等
を
行
っ
た
が
、
十
分
と
は

言
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
は
以
前
設

置
し
た
も
の
で
、
最
初
か
ら
バ
リ
ア
フ
リ

ー
を
想
定
し
た
施
設
で
は
な
い
た
め
、
で

き
る
部
分
を
地
区
公
民
館
等
に
お
い
て
や

っ
て
い
る
。

た
だ
、
集
落
の
集
会
所
は
、
場
所
に
よ

っ
て
危
険
を
伴
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
に
は
補
助
事
業
を
設
定
し

て
、
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
決
ま
り
が

あ
り
、
補
助
金
の
限
度
も
あ
る
。

そ
う
い
っ
た
理
由
で
で
き
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
個

々
の
地
区
と
相
談
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

や
は
り
高
齢
者
に
優
し
い
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
中
で
、
十
分
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
現
在
、
集
会
所

が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
を
改
修
す
る
の
が
難

し
い
と
こ
ろ
に
関
し
て
は
、
簡
易
設
置
の

ス
ロ
ー
プ
や
市
販
的
で
は
な
い
、
そ
の
施

設
に
あ
っ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
簡
易
ス

ロ
ー
プ
等
の
設
置
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

9

城本俊成

議員

【
議
員
】
各
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
ほ

と
ん
ど
利
用
さ
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
あ
る
。
壁
を
取
り
除
け
ば
全
天
候
型
の

雨
天
時
の
子
供
た
ち
の
遊
び
場
に
さ
え
な

る
。
村
で
は
利
活
用
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
議
員
】
農
産
物
直
売
所
が
、
産
山
村
に
は

な
い
、
作
っ
て
も
売
る
場
所
が
な
い
。

加
工
品
も
含
め
て
生
産
物
の
販
売
が
で

き
る
場
所
が
必
要
で
は
な
い
か
と
、
前
回

質
問
し
た
が
、
前
向
き
な
返
事
で
有
っ
た

が
変
わ
り
は
な
い
か
。

【
議
員
】
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
は
、
障
害
者
や

高
齢
者
な
ど
が
社
会
生
活
に
参
加
す
る
上

で
生
活
に
支
障
と
な
る
物
理
的
な
障
害
や

精
神
的
な
障
害
を
取
り
除
く
た
め
の
施
策

で
、
例
え
ば
、
ス
ロ
ー
プ
、
音
声
案
内
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
、
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
な
ど
、
様
々
な
例
が

あ
る
。

そ
の
中
で
、
本
村
は
、
各
地
区
公
民
館

や
集
会
所
な
ど
が
あ
る
が
、
現
在
ど
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

今
後
ど
う
い
う
取
組
を
行
う
予
定
か
。

【
議
員
】
補
助
面
な
ど
難
し
い
と
思
う
が
、

集
会
所
に
は
こ
う
い
っ
た
形
の
ス
ロ
ー
プ

を
し
た
方
が
い
い
と
い
う
案
が
な
い
か
尋

ね
る
。

西村直樹

議員

【
議
員
】
お
年
寄
り
が
安
全
か
つ
安
心
し
て

歩
け
る
よ
う
段
差
が
な
い
形
を
と
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。

【
議
員
】
数
年
前
に
質
問
し
た
が
ほ
と
ん
ど

動
い
て
い
な
い
。
各
地
区
そ
の
環
境
に
よ

っ
て
使
い
方
は
違
っ
て
き
て
も
良
い
の
で

は
な
い
か
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
使
っ
て
い
れ
ば
、
そ

れ
も
良
し
。
南
部
地
区
で
は
、
片
俣
団
地

の
一
角
に
あ
る
。
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー

ス
の
利
用
を
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
。

産山村の農産物直売所として以前運営

していたうぶやまの店琴平店

各地区公民館の玄関には、

スロープが設置されており、

写真は田尻地区公民館



102022（令和4年8月）産山議会だより

一般質問 ＊要約しております

■
大
蘇
ダ
ム
の
現
状
に
つ
い
て

【
経
済
建
設
課
長
】
①
現
在
の
貯
水
量
は
、

満
水
時
は
４
３
０
万
ト
ン
で
、
６
月
５
日

時
点
で
１
１
７
万
３
千
ト
ン
、
貯
水
率
は

約
27
％
で
あ
る
。

②
給
水
に
つ
い
て
は
、
農
政
局
に
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
昨
年
に
比
べ
貯
水
率
が
少
な
い
。

今
後
ダ
ム
の
水
位
が
下
が
っ
た
場
合
は
、

頭
首
工
等
か
ら
の
取
水
に
よ
り
水
の
確
保

を
進
め
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
取
水
で
は
補
え
な
い
緊
急
性
が

伴
う
場
合
に
は
、
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
や
給
水

車
の
手
配
等
を
農
政
局
側
で
準
備
を
進
め

て
い
る
。

③
漏
水
調
査
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
今

後
も
行
っ
て
い
く
。

④
取
水
に
関
し
て
は
、
国
土
交
通
省
と

農
林
水
産
省
で
取
決
め
が
さ
れ
、
年
間

の
取
水
量
は
、
１
８
０
万
ト
ン
で
あ
る
。

■
新
規
職
員
の
研
修
に
つ
い
て

【
総
務
課
長
】
新
人
研
修
と
い
う
こ
と
で
、

県
職
員
２
名
、
新
人
職
員
６
名
の
計
８
名

を
管
内
の
避
難
所
、
地
区
公
民
館
な
ど
、

地
図
に
落
と
し
た
も
の
を
配
付
し
、
本
村

を
一
日
か
け
て
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
課
に
お
い
て
、
災
害
、
日
頃

の
業
務
、
村
民
に
対
し
て
の
説
明
の
仕
方

に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
と
し
て
の
権
利

や
義
務
に
つ
い
て
助
言
・
指
導
す
る
よ
う

に
担
当
課
長
に
は
徹
底
し
て
い
る
。

【
議
員
】
昨
年
度
は
、
６
名
の
新
し
い
職
員

が
入
庁
さ
れ
、
優
秀
で
、
一
生
懸
命
頑
張

っ
て
い
る
が
、
本
村
の
地
区
、
地
名
、
施

設
名
な
ど
を
十
分
に
把
握
し
て
も
ら
う
よ

う
な
、
講
習
や
研
修
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

【
議
員
】
質
問
の
趣
旨
は
、
休
日
や
当
直
日

に
緊
急
的
な
事
案
や
災
害
等
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
素
早
い
判
断
と
対
応
が
求
め

ら
れ
、
特
に
発
生
現
場
が
わ
か
ら
な
い
と

対
応
策
が
後
手
に
な
る
の
で
、
そ
の
意
味

で
質
問
し
た
。

【
総
務
課
長
】
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
災
害

が
発
生
し
た
際
は
、
担
当
課
が
現
場
に
行

っ
て
、
職
員
同
士
が
携
帯
電
話
で
ラ
イ
ン

を
使
用
し
、
写
真
を
撮
っ
て
、
位
置
情
報

を
把
握
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
村
民
に
お

知
ら
せ
端
末
等
で
随
時
災
害
情
報
を
提
供

し
、
そ
の
後
に
、
通
行
止
め
を
し
た
り
、

い
ろ
ん
な
対
応
を
取
っ
て
い
く
と
い
う
や

り
方
で
行
っ
て
い
る
。

【
村
長
】
最
近
で
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
課
長
会
議
の
中
で
も
検
討
し

て
い
る
。

活
用
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
取
り
入
れ

て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
う
。

【
総
務
課
長
】
本
村
と
し
て
は
、
災
害
時
期

に
か
か
わ
ら
ず
、
平
時
か
ら
協
議
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
ア
プ
リ
の

活
用
や
、
ド
ロ
ー
ン
を
飛
ば
し
て
上
空
か

ら
災
害
箇
所
を
撮
影
し
て
送
信
す
る
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
を
今
後
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、
平
川
頭

首
工
か
ら
下
流
へ
流
す
水
の
量
が
き
ま

っ
て
い
る
た
め
、
基
準
値
を
超
え
な
い

と
取
水
で
き
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
。

【
村
長
】
以
前
に
も
、
水
量
が
少
な
く
て

困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
農
政
局
も
経

験
し
て
い
る
の
で
、
受
益
者
が
困
ら
な

い
よ
う
に
村
も
一
緒
に
な
っ
て
対
応
し

た
い
。

■
大
災
害
時
の
ア
プ
リ
活
用
に

つ
い
て

【
議
員
】
大
蘇
ダ
ム
に
つ
い
て
４
点
尋
ね
る
。

①
現
在
の
貯
水
量
は
満
水
に
対
し
て
何
％

位
の
貯
水
量
か
。

②
給
水
は
滞
り
な
く
実
施
で
き
る
の
か
。

③
今
後
も
継
続
し
て
漏
水
調
査
は
続
く
か
。

④
平
川
頭
首
工
か
ら
大
蘇
ダ
ム
へ
の
取
水

に
つ
い
て
、
産
山
村
と
農
政
局
と
の
間
に

要
綱
や
取
決
め
は
あ
る
の
か
。

白石 巖

議員

【
議
員
】
今
後
、
給
水
が
滞
り
、
受
益
者

へ
の
影
響
が
出
る
可
能
性
も
否
定
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
議
員
】
災
害
に
対
応
し
た
ア
プ
リ
と
い
う

の
が
開
発
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

そ
れ
を
活
用
す
る
と
、
正
確
か
つ
迅
速
に

全
体
の
情
報
を
よ
り
詳
し
く
職
員
や
消
防

団
員
な
ど
、
幅
広
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
次
災
害
等
の
防
止
に
は
、
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

予
算
的
な
こ
と
も
調
べ
て
一
度
検
討
し

て
み
て
は
い
か
が
か
。

【
議
員
】
近
年
の
災
害
は
大
規
模
な
災
害

が
起
き
て
い
る
が
災
害
発
生
時
で
一
番

大
事
な
こ
と
は
発
生
現
場
、
発
生
の
状

況
な
ど
の
把
握
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
。

村
の
対
応
と
し
て
、
災
害
対
策
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
る
と
思
う
が
、
現
場
状
況

伝
達
法
の
流
れ
を
伺
う
。

例年に比べ貯水率が少ない大蘇

ダム写真は7月下旬撮影



11 2022（令和4年8月）産山議会だより

議会議員研修報告（7月11日～13日）

チーズ工房及びあか牛の一貫経営牧場の取り組みを研修しました

【研修趣旨】
本年4月に、うぶやま牧場の指定管理者が㈱うぶやまから㈱九州産直市場に変わりました。
九州産直市場はこの牧場で日本一のチーズを生産するため現在チーズ工房等の計画を立ててい

ます。チーズ生産にあたっては、日本やヨーロッパにおいて金賞を受賞したことのある北海道の
共働学舎の技術等の指導を仰いで計画を進めてます。

議会としても村の特産品開発推進の観点からその取り組みを研修することといたしました。
併せて北海道でのあか牛の繁殖、肥育の一貫経営牧場の取り組みも研修しました。

【研修参加者】

〇議員8名、村長及び議会事務局長、執行部から3名の13名

【牧場の概要】
1978（昭和53）に新得町の町営牧場30haを無償で借り受け6人にて酪農経営を始め、その後

バター、チーズを生産。
現在ではメンバーは60数名で半数は、いろんな理由で、社会での居場所を見つけられない

人たちで、土地は約100ha、酪農とチーズ生産に有機野菜栽培を行っている。

共働学舎（北海道上川郡新得町）

【チーズ工房】
・チーズ工房に隣接する牛舎・搾乳舎から生乳がチーズ工

房に自然流下で流れ込む。
（ポンプを使うと食べ物になる命のエネルギーを削いで劣
化させる）

・建築資材には自然素材（木材）、熟成庫は、札幌軟石
（火山活動でできた火砕流）を使いエネルギーが適正に流
れるようにした。

・エネルギーの流れを作り出すため「炭」を建物や牛舎の
下、圃場にもたくさん埋めている。

チーズ製造施設

牛にストレスかけずに良質な生乳生産するため、

牛舎を創意工夫



共働学舎の研修を終えて

今回の研修にあたり、共働学舎は、チーズで世界基準金賞を受賞したことがあり、チーズ

の生産品質は日本を代表する。これ以外の予備知識は、敢えて入れて行かなかった。
何故ならば、世界基準であればこそ、最新のチーズ・乳製品生産機器・設備を完備している
であろうと想定し、『産山にその機械・設備を準備するためには、金額的に無理があるでし

ょう』という、答えを準備していたからである。
現地につき、宮嶋代表の話を聞き、いざ、チーズ工場に案内されたが、現場の製造設備

は、必要最低限の機械設備で、その理由として、多くの機械を導入すればそれだけ機械の
メンテナンス作業が必要となり、チーズ製造後の掃除や修理が必要になるとの説明であった。
想像を完全に裏切られた形に。

牛乳は、機械で動かしてはいけない。自然流下し、ポンプアップは一度だけ。
つまり、世界基準品質を作り出すものは、最新式の機械設備ではなく、裏付けされた知

識と、技術と情熱、それに強いリーダーシップの産物なのである。

すっかり、宮嶋代表に魅了されてしまった。
さて、日本を代表するチーズ乳製品を作り販売することは、最新式の高価な機械設備の

導入でないことで、ひと安心したものの、【裏付けされた知識と技術と情熱、そして不屈

の強いリーダーシップ】実は、これが一番難しいのは言うまでもない。
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搾乳舎から直接流入する生乳のパイプライン

宮嶋代表から施設やチーズ製造についての説明

札幌軟石を使用し、手作りで作った地下チーズ

貯蔵庫（室温10℃、湿度90％空調はなく水だけ

で冷却）



長島牧場（北海道中川郡池田町）

【牧場の概要】

家族経営（父、母、息子）3名にてあか牛の繁殖牛５０頭、育成牛５０頭、肥育牛50頭を飼
養し、放牧場1.3ha、採草地20haを所有し繁殖・肥育の一貫経営をしている。

北海道には、あか牛を扱う市場がないため、卸売先は、1企業で黒毛和種に一定割合を掛け

て販売価格を決定している。（現在は1600円/ｋｇ）
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長島牧場の研修を終えて

北海道の地で褐毛和種の一貫経営を行っているのには驚きを感じた。
定期的に新たな血統を入れるために、熊本県市場から繁殖牛を買い付けているとのこと。(直

近は令和４年６月熊本市場で導入)
飼料価格の高騰に頭を痛めており、地元の名産であるワインのオリ（澱）なども餌と利用し

ている。

牧草ロールは黒が主体で、試験的に緑のロールを導入しており、寒冷な気候のため、黒にし
た方が熱の吸収が良く発酵に結び付きやすいとのこと。

熊本あか牛は、本県の牛のみで改良が行われてきたが長島牧場を見習い将来的に北海道のあ
か牛との交配も検討すべきでは❕

畜舎裏の放牧場（1.3ha）にて親子放牧

中九州高規格道路滝室トンネル視察（7月28日）

7月28日に中九州高規格道路道路滝室トンネルの視察研修を行いました。

国土交通省熊本事務所より現在の進捗状況について、説明があり、計画トンネル延長約4.8ｋｍのうち、

約85％の掘削が終わっており、トンネル貫通後、附帯設備や道路の整備が行われるとの事でした。

今後、熊本方面へのアクセスが良くなることが予想され早期の道路の開通が待ち望まれます。

写真は、本坑で現在掘削工事の状況 国土交通省から滝室トンネルの概要につ

いて説明

長島氏から牧場の経営状況等について説明



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

5月10日 子どもヘルパー任命式 産山村 議 長

5月19日 熊本県町村議長会総会及び研修会 熊本市 議 長

5月24日
第7回臨時会

防災会議
産山村

議員全員

議 長

5月26日
国道57号整備促進期成会総会
中九州地域高規格道路推進期成会総会

熊本市 議 長

5月27日 例月監査 産山村 監査委員

5月30日～31日
町村議長・副議長研修会

県関係国会議員への要望
東 京 正副議長

6月3日 産山村議会運営委員会 産山村 議会運営委員

6月10日 第6回全員協議会 産山村 議員全員

6月10日～13日 第8回定例会 産山村 議員全員

6月22日 阿蘇郡監査委員協議会総会 高森町 監査委員

6月27日 例月監査 産山村 監査委員

6月28日～30日 阿蘇郡市町村議長研修 秋田・山形 議 長

6月30日 阿蘇広域行政事務組合臨時会 阿蘇市 広域議員

7月1日 阿蘇地区防犯協会総会 阿蘇市 議 長

7月11日～13日 産山村議員研修 北海道 議員全員

7月14日 第9回臨時会 産山村 議員全員

7月15日 阿蘇市町村正副議長・常任委員長研修会 阿蘇市 正副議長・常任委員長

7月19日 熊本県監査委員協議会臨時会及び研修会 熊本市 監査委員

7月22日 例月監査 産山村 監査委員

7月27日 熊本県町村議会常任委員長・議会運営委員長研修会 宇城市 正副議長・常任委員長

7月28日 中九州高規格道路滝室トンネル視察 阿蘇市 議員全員

広報特別委員会

委員長 岩下 徳行 副委員長 井 春夫

委 員 井 芳美 委 員 城本 俊成

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

今年は、例年になく早い梅雨明けとなりました。しかし、7

月に入り、梅雨末期のような雨が続きましたが、下旬になり、

やっと本格的な夏が到来しましたが日照不足が心配されます。

新型コロナウィルス感染症は、今もなお増加傾向にあり、遠

方の親戚には、長い間会えていないのではないでしょうか。

この夏は子供や孫・親戚が帰省し、楽しい思い出作りができ

ることを願っています。

暑さが続きそうです。皆様くれぐれもご自愛ください。

編集後記

写真は、上田尻の牧野で7月下旬に撮影

【お詫び】

前回第17号（5月発行）で風力発電設備解体費（p4）45,000万

円は、4,500万円の謝りがあり、深くお詫びし、訂正をお願い

します。


